
▲参加者で一杯になった公民館ホール

※この広報は、赤い羽根共同募金の配分金と社協会費が使われています。

　

７
月
21
日
（
木
）
美
郷
町
公
民
館
に

お
い
て
、
第
13
回
美
郷
町
社
会
福
祉
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
住
民
の
皆
さ
ん
や
関
係
者
の

方
々
を
含
め
、
３
５
０
名
も
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
、
公
民
館
ホ
ー
ル
の
一
般
席

は
写
真
の
と
お
り
大
盛
況
で
し
た
。

　

大
会
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
４
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

▲式典の様子
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第13回美郷町社会福祉大会が開催されました



平成28年度社協会費納入額
一　般　会　費 　　5,347,000円
特　別　会　費 　　　424,000円
団体・法人会費 　　　105,000円
　　合　計　　 　　5,876,000円
※上記金額は途中経過です。確定した金額は次回
「みさと福祉だより第59号」にてご報告いたします。

福 祉 だ よ り第58号 （2）

　

７
月
よ
り
、
各
地
区
の
福
祉
委
員
さ

ん
や
組
長
さ
ん
、
班
長
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
社
協
会
費
に
つ
き
ま
し
て
、
8
月
1

日
ま
で
に
納
入
い
た
だ
い
た
分
を
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
社
協
会
費
は
、
地
域
福
祉
の
事
業
推

進
の
た
め
貴
重
な
財
源
と
し
て
大
切
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

社協会費にご協力いただきありがとうございました

　納入いただきました社協会費は、赤い羽根共同募金の配分金と
併せて下記の事業推進のため、大切に活用させていただきます

気軽にふれあ
愛
い安心のま

地 域
ちづくり

たすけあ
愛
い手をつなぐ明るいま

地 域
ちづくり

ささえあ
愛
い共に生きるま

地 域
ちづくり

● 美郷町社会福祉協議会からお知らせ

○総合相談事業

○単身老人日帰り旅行

○出張理容補助券交付

○移送サービス

○罹災世帯等法外援護事業

○在宅福祉事業

○トータルケア推進事業

○緊急一時支援事業（新規）

○ネットワーク活動の推進

○福祉委員会議

○理事会等組織運営

○法人運営事業

○福祉委員さんをはじめ、地区組長
さん、地区班長さんには、社協会費
取りまとめにご尽力いただきまし
て、誠にありがとうございました。

○福祉教育活動推進事業

○ボランティアセンターの運営

○地域福祉座談会

○福祉だより等広報活動

○社会福祉大会

○地域子育て応援事業（新規）

　毎年、年末に開催し好評をいただいておりましたチャリティバザーですが、年を追うご

とに供出品が減少していることから、これ以上の開催は困難と判断し本年度より開催しな

いことといたしました。町民の皆さまをはじめ、ボランティア等でお世話になりました皆

様におかれましては、長い間ご支援・ご協力を賜り誠にありがとうございました。
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募金運動は毎年10月１日から12月31日までの間、全国一斉に行われます

＊赤い羽根共同募金とは…

　この募金運動は、民間の運動として戦後1947年（昭和22年）に市民が主体の取り組みとしてスター
トしており、当初は戦後復興の一助として、戦争の打撃をうけた福祉施設を中心に資金支援する活動と
しての機能を果たしてきました。
　その後「社会福祉事業法」が施行され「民間の社会福祉の推進」に向けて、社会福祉事業のさらなる
推進のために活用されるようになりました。　
　　　　　
　美郷町社会福祉協議会では、地域福祉や在宅福祉を中心とした福祉の向上のため、社協会費と併せて
さまざまな事業に大切に活用させていただいております。
　赤い羽根共同募金は、住民自らの行動を応援する「じぶんの町を良くするしくみ」です。
　本年も皆様の温かいご支援とご協力をお願いいたします。

　今年の目標額は

　６,８６６,０００円です

　戸別募金は一戸あたり1,000円を目安に募金運動を展開いたします。
　皆様のご協力をお願いいたします。

１０月１日より、赤い羽根共同募金運動が始まります

赤い羽根共同募金運動は、おかげさまで
　　今年70周年を迎えることができました

～ 若者の就労を支援します～　出張相談のお知らせ
　美郷町社会福祉協議会では「秋田県南若者サポートステーションよこて」と連携し、若者の就労
支援に関する出張相談を行います。

　現在、無業で働く意欲があり「働きたいけどどうしたらよいかわからない」「人と話をすること
が苦手」などに悩んでいる、15歳から39歳までのご本人及びご家族を対象に就労支援に関する相
談を下記のとおり行います。

■相談は無料ですが、予約制となります。
相談日 8月18日（木）、9月15日（木）
時　間 午前9時30分～12時

場　所 みさと福祉センター　相談室
（土崎字上野乙６番地１）

■相談予約・お問い合わせは下記までお願いします
　◉秋田県南若者サポートステーションよこて【電話】0182-23-5101　　横手市横山町１－１

お気軽にご相談ください

自分に合った
仕事が

わからない…
人とうまく
会話が
できない
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美郷町社会福祉大会開催

●美郷町社会福祉協議会会長　表彰状
永 年 評 議 員 小西　ヨシ 加藤香代子
永年委員会委員 髙 橋　　 郷 湊　　 貞 子
永 年 福 祉 委 員 髙橋　正治 岩屋　朝徳
永 年 勤 続 職 員 福田　弘美 照 井　 子 中田　京子 菊地千恵子 森川登与子
善行・奉仕活動 東海林チヤ 東海林洋子 出雲　房子 本間　勝幸 旭　　 会
福祉団体（個人） 細井　了子 黒川　奥子 木村　誠一 髙橋　貞子
●美郷町社会福祉協議会会長　感謝状
退任委員会委員 小松　昭雄 武田　幸子
高 額 寄 付 者 小野寺靖憲 小野寺敬介 佐 藤　　 功 黒　 森　 会 辻　　 久 良

小 杉　　 豊 西鳥羽孝子 田澤千寿子
●秋田県共同募金会会長　表彰状（伝達）
高額寄付者（多年） はりま建設株式会社　  株式会社  雁の里せんなん　  照井味噌醤油醸造元
役 職 員 功 労 者 佐 藤　　 繁 
●秋田県共同募金会会長　感謝状（伝達）
高 額 寄 付 者 元 南 電 気 　株式会社  ろくごうめでぃかる　  みさとマーク株式会社

亀 谷 美 枝 子
受賞された皆さま、おめでとうございました

　

福
祉
大
会
当
日
は
、
大
仙
警
察

署
に
よ
る
振
り
込
め
詐
欺
に
関
す

る
お
知
ら
せ
に
始
ま
り
、
福
祉
活

動
に
永
年
貢
献
さ
れ
た
方
々
へ
の

表
彰
や
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
講
師
に
酒

井
保
氏
を
迎
え
「
つ
な
げ
る
喜

び
・
つ
な
が
る
喜
び
」
と
題
し
て

講
演
が
行
わ
れ
、
大
会
の
最
後
に

は
、
徳
間
ジ
ャ
パ
ン
所
属
の
鏡
元

も
と
じ
御
一
行
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ

ー
が
開
催
さ
れ
、
大
盛
況
に
て
閉

幕
と
な
り
ま
し
た
。

鏡元　もとじ御一行による歌謡ショー▲▶︎

▶︎
酒
井
　
保
氏
に
よ
る
講
演

第13回美郷町社会福祉大会受賞者御芳名
※敬称略・順不同
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か
わ
い
い
絵
ハ
ガ
キ
を
お
届
け
し
ま
し
た

　

美
郷
町
と
福
祉
協
議
会
で
は
、
65
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
々
へ
、
身
近
な
情

報
の
他
、
振
り
込
め
詐
欺
や
悪
質
な
商
法

に
関
し
た
注
意
喚
起
な
ど
の
情
報
を
お
知

ら
せ
す
る
た
め
、
年
８
回
「
お
元
気
ハ
ガ

キ
」
を
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

６
月
に
お
届
け
し
た
ハ
ガ
キ
は
、
い
つ

も
の
ハ
ガ
キ

と
違
い
「
か

わ
い
い
」
塗

り
絵
が
施
さ

れ
た
も
の
で

し
た
。

　

〝
か
わ
い
い
塗
り
絵
〟
と
は
、
町
内

の
３
保
育
園
に
通
う
４
・
５
歳
児
の
お

と
も
だ
ち
に
、
ハ
ガ
キ
の
裏
側
に
塗
り

絵
を
し
て
も
ら
っ
た
の
が
理
由
で
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
３
保
育
園

の
中
か
ら
、
今
回
は
「
仙
南
す
こ
や
か

園
」
の
〝
画
伯
〟
た
ち
が
塗
り
絵
に

奮
闘
し
て

い
る
様
子

を
ご
紹
介

い
た
し
ま

す
。

恒
例
と
な
り
ま
し
た

「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
が
、

鑓
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
旧
い
き
い
き
館
）
に
て
７
月
27

日
（
水
）
か
ら
３
日
間
の
日
程
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
夏
休
み
の
宿
題

や
一
人
勉
強
を
持
ち
込
み
、
分
か

ら
な
い
箇
所
は
学
習
指
導
の
加

藤
勇
孝
先
生
や
齋
藤
則
迪
先
生

に
聞
き
な
が
ら
一
生
懸
命
取
り

　
　

組
ん
で
い
ま
し
た
。

マジックを手ほどき中の加藤勇孝先生。子ども達は食い入るよ
うに夢中で見ています。家に帰ったら練習して家族にマジック
を披露してくれるはずです。お楽しみに！

しばし休憩中！
用意したおやつをあっという間に完食！他校
の児童たちとの交流の場にもなっています。

齋藤先生  ここ教えて！みんな真面目です。

どの色に
しようかな～

もうすぐ
完成！

〝画伯〟の力作

〝画伯〟の力作



上下の唇の開け閉め 舌の先

弱ると… 弱ると… 弱ると… 弱ると…

舌の奥（付け根） 舌を反らせる

くちびるを
破裂させるように

舌の先を
歯切れよく

舌の奥をのどに
押しつけるように

舌の先を
くるくるまわして

パ タ カ ラ

パ
パ

パ
パ
パ

タ
タ

タ
タ
タ

カ
カ

カ
カ
カ

ラ
ラ

ラ
ラ
ラ

吸う・飲むが
難しくなる

食べ物を
押しつぶせなくなる

食べ物を
丸められなくなる

飲み込みが
難しくなる

福 祉 だ よ り第58号 （6）

　

今
年
の
支
部
総
会
は
、
今
ま

で
に
無
い
面
白
い
総
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
仙
南
支
部
総
会
は
４

月
15
日
に
美
郷
町
公
民
館
に
て

行
わ
れ
、
町
か
ら
松
田
町
長
と

社
協
か
ら
鈴
木
会
長
の
ご
臨
席

を
得
、
平
成
27
年
度
の
事
業
報

告
並
び
に
決
算
報
告
、
そ
し
て

平
成
28
年
度
の
事
業
計
画
及
び

予
算
審
議
が
行
わ
れ
、
ど
ち
ら

も
無
事
承
認
を
い
た
だ
く
事
が

で
き
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
私
が
小

話
や
漫
談
、
私
案
の
マ
ジ
ッ
ク

を
披
露
し
、
県
老
連
の
文
化
祭

に
も
出
演
し
た
女
性
部
の
皆
さ

ま
に
は
舞
踊
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

踊
り
の
幕
合
い
を
利
用
し
て

以
下
の
と
お
り
我
が
家
の
家
訓

も
披
露
し
ま
し
た
。

我
が
家
の
家
訓

⑴
金
借
り
る
な

⑵
金
貸
す
な

⑶
保
証
人
は
断
れ

⑷
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
手
を
出
す
な

⑸
家
族
を
大
切
に
せ
よ

⑹
隣
近
所
は
仲
良
く

⑺
信
じ
ら
れ
る
友
を
も
て

⑻
仕
事
は
真
面
目
に

⑼
身
丈
に
合
っ
た
生
活

⑽
人
生
設
計
を
樹
て
よ

以
上
に
つ
い
て
そ
の
真
意
を
説

明
し
、
満
場
の
拍
手
で
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

美
郷
老
連
だ
よ
り
㉛

 
総
会
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
マ
ジ
ッ
ク

　
仙
南
支
部
副
支
部
長
　
　
　
　

　
佐
　
藤
　
忠
　
夫

千畑在宅介護支援センターからの「お知らせ」

口腔ケアを行う目的は、生活の質を高め、口腔から全身の健康維持をすることです。
好きなものを食べ、好きなことを話し元気に笑うことは、「その人らしさ」を引き出す要素です。
★口腔ケアの効果
・唾液腺の分泌促進　・誤嚥性肺炎予防　・認知症予防　・心臓病予防　・糖尿病予防
誤嚥(ごえん)性(せい)肺炎(はいえん)とは
　食べ物や胃液などが誤って気管に入ることを「誤嚥」といい、これが原因で起こる肺炎のことをいい
ます。歯周病菌などの細菌が一緒に誤嚥されることも大きな要因となります。
★お口の健康をまもる“パタカラ体操”
加齢に伴い筋肉が弱ってくると、お口の周りの筋肉や舌の動きが悪くなります。
その予防・改善を目的に、「パ」「タ」「カ」「ラ」と発音することで、食べるために必要なトレーニ
ングになります。

口腔ケア ～お口の健康は、健康寿命をのばすカギ～



全
国
福
祉
高
等
学
校
長
会

東
北
地
区
介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト

最
優
秀
賞
受
賞

福 祉 だ よ り（7） 第58号

第
一
段
階
課
題
が
示
さ
れ
ま
す
。
コ
ン
テ

ス
ト
当
日
、
競
技
25
分
前
に
第
二
段
階
課

題
が
初
め
て
提
示
さ
れ
、
競
技
時
間
ま
で

検
討
し
ま
す
。
出
場
校
は
何
度
も
練
習
を

重
ね
て
き
て
は
い
る
も
の
の
、
競
技
会
場

に
入
る
と
緊
張
し
、
そ
の
様
子
が
進
行
係

を
務
め
る
私
た
ち
に
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
ど
の
チ
ー
ム
も
競
技
が
始

ま
る
と
、
落
ち
着
き
自
信
を
持
っ
て
、
利

用
者
を
考
え
た
介
護
を
展
開
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
六
郷
高
校
は
最
優
秀

賞
を
い
た
だ
き
、
十
一
月
石
川
県
金
沢
市

で
行
わ
れ
る
「
第
５
回
全
国
福
祉
校
長
会 

高
校
生
介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
」
へ
東
北

地
区
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。  

　

出
場
選
手
の
健
闘
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
学
校
全
体
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
準

備
か
ら
進
行
、
当
日
の
運
営
ま
で
福
祉
科

生
徒
が
担
当
し
ま
し
た
。
改
め
て
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
実
感
し
、
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。
来
年
は
、
秋
田
県
で
「
全
国
産
業

教
育
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
の
準
備
も
始
ま
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
六
郷
高
校
は
福
祉
部
門
を
担
当
し
、

全
国
の
福
祉
を
学
ぶ
高
校
生
と
交
流
を
深

め
る
予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ご
支
援

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

   

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
お

身
体
は
大
丈
夫
で
す
か
。
高
校
は
、
七
月

二
十
三
日
か
ら
夏
休
み
に
入
り
ま
し
た
。

部
活
動
や
補
習
の
他
、
三
年
生
は
就
職
活

動
の
準
備
で
普
段
と
変
わ
ら
ず
活
気
づ
い

て
い
ま
す
。

　

二
年
生
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
各
事

業
所
で
緊
張
し
な
が
ら
体
験
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

七
月
二
十
三
日
（
土
）
本
校
を
会
場
に

「
第
三
回
介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
東
北
地

区
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
北
地

区
か
ら
九
校
の
参
加
が
あ
り
、
六
郷
高
校

は
福
祉
科
三
年
の
石
川
里
菜
さ
ん
、
黒
沢

南
都
さ
ん
、
高
橋
華
菜
さ
ん
が
選
手
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
福
祉
を
学
ぶ
高
校

生
が
課
題
事
例
に
対
す
る
介
護
技
術
力
を

競
い
、
そ
の
技
術
力
を
高
め
る
と
と
も

に
、
様
々
な
介
護
の
場
面
に
お
い
て
、
適

切
か
つ
安
全
に
支
援
で
き
る
能
力
と
態
度

を
育
成
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
６
月

末
に
出
場
校
に
基
本
と
な
る
生
活
状
況
の

表彰式後の記念撮影

【
最
近
の
学
校
の
様
子
】

 

◇
八
月
四
日
（
木
）
か
ら
十
日
（
水
） 

　

ま
で
の
五
日
間
、
利
用
者
さ
ん
の
生

　

活
と
実
際
の
介
護
現
場
の
様
子
を
理

　

解
す
る
た
め
、
福
祉
科
二
年
生
が
そ

　

れ
ぞ
れ
の
施
設
で
集
中
実
習
を
行
い

　

ま
す
。           

◇
福
祉
科
三
年
生
は
、
七
月
二
十
五
日

　
（
月
）
か
ら
八
月
三
日（
水
）
ま
で
の

　

八
日
間
、
集
中
実
習
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
実
習
の
総
ま
と
め
と
し

　

て「
介
護
過
程
」
が
主
と
な
り
ま
す
。               

◇
福
祉
科
一
年
生
は
、「
ロ
ー
ト
ピ
ア

　

仙
南
」「
後
三
年
鴻
声
の
里
」「
さ
く

　

ら
」「
ひ
ら
き
の
郷
」
で
夏
祭
り
の

　

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
二
年
生
の
福

　

祉
科
も
施
設
実
習
と
補
習
が
続
き
ま

　

す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
予
定

　

で
す
。

◇
福
祉
科
を
希
望
す
る
一
年
生
が
、
夏 

　

休
み
補
習
の
一
環
と
し
て
「
介
護
実

　

習
」
を
行
い
ま
し
た
。
基
本
と
な
る

　

き
れ
い
な
ベ
ッ
ド
メ
ー
キ
ン
グ
が
で

　

き
る
よ
う
何
度
も
練
習
し
ま
し
た
。

　
「
お
元
気
ハ
ガ
キ
」
は
届
き
ま
し

た
か
。
毎
年
、
丁
寧
な
お
返
事
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
だ
、
暑
い
日
が
続
き
ま
す

の
で
、
お
体
を
大
切
に
な
さ
っ
て

く
だ
さ
い
。      



〒 019─1541
秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙 6番地 1

社会福祉法人 美郷町社会福祉協議会	 TEL0187（85）2294（代）	 FAX0187（85）2291
	 misato-fukushi@ceres.ocn.ne.jp

美郷町介護事業所	 TEL0187（87）6128（代）	 FAX0187（87）6680
	 misato-kaigo@ceres.ocn.ne.jp

編
集
後
記

【ホームページ】	http://www.misatocho-shakyo.or.jp/

　六郷小学校様より46kgものプ
ルタブをご寄付いただきました。
　このプルタブは換金し、美郷町
共同募金委員会への募金と代え
させていただきます。

福 祉 だ よ り第58号 （8）

　

８
月
も

下
旬
に
な
る

と
、
夜
に
は

肌
寒
く
感
じ

る
よ
う
に
な

り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
熱

中
症
に
対
し
て
は
注
意
が

必
要
で
す
。

　

こ
の
季
節
、
昼
夜
の
温

度
差
が
大
き
く
な
る
た
め
、

体
調
を
崩
し
が
ち
に
な
り

ま
す
。
体
調
管
理
に
は
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
Ｓ
・
Ｏ
）

　
●　お　詫　び　●

　福祉だより第57号「美郷老連だより」の文中におきまして、ご
寄稿いただいた原文とは異なる表記がございました。寄稿者の樽川
様にはご迷惑をお掛けしましたことをお詫び申し上げます。
下記のとおり訂正させていただきます。
　誤　養鯉事業を起動にのせ　→　正　養鯉事業を軌道にのせ
　誤　乾杯を推奨する　　　　→　正　乾杯を推進する

※
受
付
順

（
平
成
28
年
６
月
１
日
〜
７
月
31
日
受
付
分
）

■
香
典
返
し

作
山　
　
　
　

田
口　

俊
雄	　

様

米
ノ
口　
　
　

伊
藤
登
志
夫　

様

本
堂
東
部　
　

杉
沢　

隆
雄　

様

御
前　
　
　
　

渋
谷　
　

大　

様

後
三
年　
　
　

久
米　

ク
ニ　

様

野
中　
　
　
　

戸
澤　

正
武　

様

荒
町　
　
　
　

荒
田　

道
尾　

様

■
物
品
寄
付

佐
野　

キ
ッ
カ
ワ
宅
配
サ
ー
ビ
ス　

様

　
　
（
飲
料
）

六
郷
小
学
校　
　
　
　
　
　
　

様

　
　
（
プ
ル
タ
ブ
）

上
安
城
寺　
　

森
元　
　

茂　

様

　
　
（
松
葉
杖
）

■
一
般
寄
付

扇
龍
会
会
主　

嶋
田
ヤ
イ
子	　

様

コ
ス
モ
ス
の
会　
　
　
　
　
　

様

さ
な
ぶ
り
実
行
委
員
会	　
　
　

様

本
館　
　
　
　

岩
田　
　

貞	　

様

畑
屋
中
第
９
期
生
喜
寿
祝

　
　
　

代
表　

加
藤　

礼
子	　

様

秋
田
建
築
労
働
組
合

　
　

大
仙
・
美
郷
支
部
長

　
　
　
　
　
　

渋
谷
四
志
夫	　

様

介
護
老
人
保
健
施
設

　
　
　
　
　
　
　

杏
授
苑　

	　

様

　

※
こ
の
他
、
匿
名
で
も
多
く
の
寄
付

　
　

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆非常勤ヘルパー募集のお知らせ

　空いている時間を利用して訪問介護のお仕事をしてみませんか。※介護職員初任者研修（旧ヘルパー２級）資格必要
　登録ヘルパーに関しての申込み、お問合せは美郷町介護事業所へご連絡ください。　電話　0187-87-6128　

◆登録ヘルパーも併せて募集しています

　パートタイムでお仕事ができる非常勤ヘルパーを募集しています。
・勤 務 場 所　美郷町内
・勤 務 時 間　午前8:00～午後6:00の間の6～7時間程度（週５日程度）
・必要な資格　介護職員初任者研修（旧ヘルパー２級）、普通免許（AT車限定可）＊介護福祉士有資格者優遇します
・賃　　　金　時間給　800円～900円
・手　　　当　通勤手当※業務成績により勤勉手当支給　※私用車で訪問した場合ガソリン代の支給有
　○詳細はハローワークの求人票をご覧ください。

以
上
の
方
々
よ
り
当
協
議
会
に
善
意
の

金
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に

対
し
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

正職員採用試験のお知らせ
美郷町社会福祉協議会では、平成29年4月から採用する正職員の採用試験
を下記のとおり行います。
【受験資格】　次の要件を満たす者
　　　　　　　　①　昭和56年4月2日以降に生まれた者
　　　　　　　　②　普通自動車運転免許証を有する者
　　　　　　　　　　または平成28年度中に取得できる者
　　　　　　　　③　下記のいずれかの資格を有する者
　　　　　　　　　　または平成28年度中に取得見込みの者
　　　　　　　　　　・介護福祉士　・社会福祉士　・介護支援専門員　　　
　　　　　　　　  　・看護師または准看護師
【受験案内】　下記またはハローワークで交付します。
　　　　　　　当会のホームページからもダウンロードできます
【採用人数】　若干名
【受付期間】　平成28年10月11日（火）～10月21日（金）
【 試  験  日 】　一次試験及び二次試験　平成28年10月29日（土）
【試験会場】　みさと福祉センター　集会室（美郷町土崎字上野乙6番地１）
【試験科目】　一次試験（教養試験・作文試験）
　　　　　　　二次試験（適性検査・面接試験）
　○申込み・お問い合わせ　総務課 電話 ０１８７－８５－２２９４


